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Ⅰ．はじめに

厚生労働省によると、1991年以降我が国は不動産バブ
ルの崩壊に端を発して経済状況が悪化し、以後約20年に
わたり低迷し続けた。景気後退に加え、大卒者の増加に
より新規高卒者の求人が激減した。完全失業率は2010年
に５%を超えた１）。そのような社会状況の中で、一度社
会に出て働いたが、国家資格を取得し専門職につくと
いう選択をする社会人が増えてきた。奥はそのような社
会状況の中で自分の将来を考える若者が安定した職業と
して看護師資格を目指すようになっていると述べてい
る２）。

2013年より完全失業率は改善傾向にあり、2017年に
2.8%と２％台まで改善し2018年と2019年には2.4%となっ
た。2017年から2019年の看護系の学校の入学者は2017
年には276940人（うち25歳～ 34歳30670人）、2018年に
は279630人（ う ち25歳 ～ 34歳24650人 ）、2019年 に は
270640人（うち25 ～ 34歳18540人）のように推移してい
る３）。看護系の学校への入学者数は270000人前後で推移
している一方、社会人経験者と推測される25 ～ 34歳の
入学者は2017年を機に著明に減少している。25 ～ 34歳
の看護系の学校への入学希望は国家の経済状態に影響を
受けているといえる。しかし、2020年はCOVID-19によ
る経済の停滞により完全失業率は６月には2.8％、９月
には3.0％と再び悪化傾向にある４）。過去の例によると、
社会人経験者が再び国家資格を目指して看護系の学校を
目指すことが予測されるが、連日医療の現場の厳しい労
働状況がマスコミ等を通して伝えられており、実際に社
会的人経験のある看護師志望者が増加するかは不透明で
あるといえる。

厚生労働省による第７次看護職員需給見通しに関する
検討会報告書には、「多様な社会経験を有する者にとっ

ても、看護師学校、養成所を経て看護職員となることが
魅力的な選択となるよう、就学支援等の強化を図ってい
くべきである」５）とある。さらに、厚生労働省は2015年
に社会人経験者の受け入れ・支援のための指針を出して
いる６）。これらのことから、厚生労働省は超高齢少子化
社会において看護師の需要は高まることを遅くとも2012
年には予測している。そして、少子化の中で新たに看護
師を育成するにあたり、その対象を社会人経験のある者
にしていたことがわかる。さらに、厚生労働省は団塊の
世代が75歳を迎える2025年問題に象徴される超少子高齢
化に対応するには、看護師の需要は約200万人と試算し
ている７）。日本看護協会の統計によると、現在の看護師
数は約166万人であり、さらに約40万人の看護師の増加
が必要である８）。

しかし、寺岡ら９）や米田10）によると、資格を取得し
た後、社会人経験をもたない新人看護師の離職率はある
病院では約10.9 ～ 12.7％に対し、社会人経験がある新人
看護師の離職率は約15.9 ～ 19.4％と高い現状があること
を指摘している。看護師不足の一助にと期待されている
社会人経験のある看護師が経験を積み上げながら、長く
働くことが期待されているにもかかわらず、離職する者
が多い現状がある。そこで、離職せず職業継続できてい
る社会人経験のある看護師の職業適応までのプロセスを
辿ることにより、社会人経験のある看護師のキャリア形
成の支援の一助となりうると考える。

Ⅱ．研究目的

本研究の目的は社会人経験のある看護師が職業継続の
決意をするプロセスを明らかにすることである。

Ⅲ．本研究の意義

１． 離職せず職業継続できている社会人経験のある看護
師の職業適応までのプロセスを辿ることにより、今
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後の社会人経験のある看護師の就労継続できるよう
支援することができる可能性がある。

２． 社会人経験のある看護師のキャリア形成への援助の
資料の一助となる可能性がある。

３．看護職の生涯発達の一助となる可能性がある。

Ⅳ．用語の説明

１．社会人経験のある看護師

看護職以外の就業経験のある看護師
２．新人看護師

看護基礎教育を修了し、国家試験に合格して免許を取
得し、病院に就職した後１年以内の看護師
３．看護職のキャリア

全ての看護職が豊かな人生を歩むことを大切にしなが
ら、「人を気遣い世話をする」11）専門職として生涯をか
けて学修し、実践し思考し続けることによって看護職と
して経験を積むこと

Ⅴ．研究の対象者と除外基準

１．本研究協力者は、以下の条件を満たすものとした。

１） 過去に社会人経験を１年以上持ち、５年以上勤務
している看護師

　　 　真壁は就業経験５年目までの看護師は仕事に対
する負担感が大きいと述べている12）。そのため、
５年目以上なら経験や体験を言語化できると考え
られるため、選択基準を就業５年目以上とした。

２）役職は問わない
３） 本研究の参加にあたり、文書および口頭で十分な

説明を受けた後、理解のうえ、本人の自由意志に
よる同意が得られた者

２．研究協力者の除外基準

前職が正規雇用ではなかった者。
高野らは社会人経験がある看護師は「実力をつけ、長

く働き、後輩のために職場環境を変えていきたい、これ
からの職場内の人間関係や組織づくりを考えている。」
と報告している13）。前職が正規雇用でなかった者は、職
場への帰属意識が希薄であると考え除外した。

Ⅵ．研究方法

１．期間

東京女子医科大学倫理委員会（2018年５月１日受理【承
認番号】4771）および、東京女子医科大学看護学研究科
修士論文研究計画書審査承認後から、2018年10月２日ま
でであった。

２．データ収集方法

本研究はネットワークサンプリングでの研究協力者の

選定、決定を行った。
研究協力者と相談し、面接日時・場所の設定を行い、

看護師としての職業継続について半構成的面接を一人60
分程度実施した。インタビュー内容は研究協力者の同意
を得た上で電子媒体に録音し、研究者が逐語録に起こし
た。

３．データの分析

本研究の目的は社会人経験のある看護師が職業適継続
の決意をするプロセスを明らかにし、今後同様の背景を
もつ看護師への支援のあり方を考えるものである。修
正版グラウンデッド・セオリー・アプローチは意義が
確認された問題についての “うごき（変化・プロセス）”
であることをはっきりさせる研究である。研究協力者
の語りの文脈を活かしながらカテゴリー化することで、
そこにある文脈を解釈することができる“修正版グラウ
ンデッド・セオリー・アプローチ（Modified Grounded 
Theory Approach）14）”の手法を用いて分析した。

４．データ及び分析の真実性の確保

情報収集の際は研究協力者の言葉や反応を大切にし、
研究協力者の話した内容を、正確に記述するようデータ
化する際には心がけた。

分析の段階では、研究協力者の話した内容がゆがめら
れないように、また恣意的な解釈とならないように、質
的研究を熟知している研究者と共に繰り返し検討した。
分析の一連の過程において、指導者よりスーパーバイズ
を受けて行った。

５．倫理的配慮

倫理委員会で承認の得られた同意説明文書を研究協力
者に渡し、文書および口頭による十分な説明を行い、研
究協力者の自由意志による同意を文書で取得した。同意
説明文書には、以下の内容を含むものとした。
１） 研究への参加は任意であること、同意しなくても不

利益を受けないこと、同意は撤回できること
２） 研究全ての過程において匿名性を維持し、個人情報

を保持すること
３） 得られたデータは研究以外の目的には使用しないこ

と
４） 本研究の学術的な意義について
５） 学術的な場での公表（論文・学会発表）は匿名化し、

個人が特定されないよう配慮すること
６） 研究により得られた記録の取り扱いは、USBメモ

リーを鍵のかかる場所に保管すること
７） データは分析が終了し、論文投稿を終えた時点で

USBメモリーを破砕し、破棄すること
８） 研究の進み具合やその成果は個人の求めに応じ分か
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表１　研究協力者の概要

りやすい形で説明をすること

Ⅶ．結果

１．研究協力者の概要

社会人経験が１年以上あり、５年以上勤務している看
護師８名を対象とした。年齢は40 ～ 50代であり、性別
は女性７名，男性１名であった。研究協力者の社会人経
験は５～ 20年（平均10.6年）、看護師経験年数は７～ 21
年（平均14.1年）であった。１名を除きプリセプターシッ
プによる教育、１名は病棟全体での教育を受けていた。

２．分析テーマ

社会人経験のある看護師が職業継続の決意をするプロ
セス

３．分析焦点者

社会人経験が１年以上ある就業５年以上の看護師

４．分析起点と終点の設定

起点：社会人経験のある看護師が就職した時
終点： 社会人経験のある看護師が職業継続の決意をす

るプロセスが明らかになった時

５．ストーリーライン

コアカテゴリーを【  】、カテゴリーを［  ］、概念を<  >、
太字で表す。

社会人経験のある看護師が職業継続の決意をするプロ
セスは25概念から［看護師として働くことへの期待］、［看
護師になったことによる心身の疲弊］、［看護師として仕
事をする上での工夫］、［患者との関わりを通して見えて
きた看護の面白さ］、［看護に社会人の経験を生かせる強
み］、［看護師に転職したことへの自己肯定感］という６
つのカテゴリーが生成され、【社会人経験がある看護師

としての意義の自覚】という１つのコアカテゴリーに収
束した。

分析結果から得られたコアカテゴリー、カテゴリーを
用いて図１に結果図として示した。
ａ ．社会人経験がある看護師は<自分が看護された経験

や人のためになる仕事をしたいと考えて看護師に転職
した>。就職時は<看護師としては新人だという姿勢
を持（つ）> っており、教えてもらう立場であること
を認識していた。社会人経験者は［看護師として働く
ことへの期待］をもち就業を開始する。しかし、現役
で看護師になった者よりは年齢が高く<肉体的には厳
しかった>上に、<年下の先輩に説明なき指導を受け
た>り、<男性看護師ということだけで受け入れても
らえなかった>という体験を経て、これまで持ってい
た看護師の<イメージとのギャップを感じる>。そし
て、<看護師を辞めたいけど資格は生かしたい>とい
う葛藤をもち、［看護師になったことによる心身の疲
弊］を感じる。しかし、<気分転換できる方法（がある）
>の支援を得たり、<なぜ転職して看護師になったの
か内省（する）>したりして<認めてもらえない悔し
さを仕事で見返す>ために［看護師として仕事をする
上での工夫］をしながら職業を継続する。さらに、［看
護師として仕事をする上での工夫］ができることもｂ
で述べる［看護に社会人の経験を生かせる強み］のひ
とつである。

ｂ .［看護師になったことによる心身の疲弊］を感じて
いた段階を乗り越えた社会人経験のある看護師は、次
に［患者との関わりを通して見えてきた看護の面白さ］
を理解し、［看護に社会人の経験を生かせる強み］を
発揮する段階へと移行する。［患者との関わりを通し
て見えてきた看護の面白さ］を感じるには、<先輩の
サポートによる成功体験>や<ロールモデルとの出会
い>がある。そして、<看護師として自立する>ように
なり、<患者の回復を喜ぶことができ（る）>、<患者
と向き合えることが楽しいと思える>ようになる。社
会人経験のある看護師の特徴として、［患者との関わ
りを通して見えてきた看護の面白さ］を感じる余裕が
出てくると<入院による患者の焦りが理解できる>な
どの［看護に社会人の経験を生かせる強み］を発揮す
る。そして、［看護師に転職したことへの自己肯定感］
を持つ。これらは社会人経験のある看護師が【社会人
経験がある看護師としての意義の自覚】をするまでの
過程で強みとして作用する。ａとｂのプロセスは個人
差はあるが可逆的であり、プロセスに要する時間も違
う。

ｃ .［看護師に転職したことへの自己肯定感］を感じる
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図 1　結果図
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頃には後輩看護師の育成に関わるようになる。<新人
にも仕事を覚えやすい表現を工夫（する）>し、<患
者への関心の寄せ方を教えることができる>ようにな
る。なかでも社会人経験のある看護師は<自分の体験
を社会人経験者の指導に役立て（る）>ていた。そして、
<後輩が育っていくのを見るのが嬉しいと思う>よう
になり、【社会人経験がある看護師としての意義の自
覚】をするという経過を辿る。

 　【社会人経験がある看護師としての意義の自覚】とは、
社会人経験で培った強みを看護に生かすことができ、か
つ、社会人経験のない看護師も社会人経験のある看護師
もそれぞれに合った方法で育成をするという自己の役割
の意義を強みとして自覚することをいう。

Ⅷ．概念とカテゴリー

代表的なヴァリエーション（具体例）は以下のよう
なものがあり斜体で表す。カテゴリーを［  ］、概念を
<  >太字で表す。
１ ［看護師として働くことへの期待］は<自分が看護さ

れた経験や人の為になる仕事をしたいと考えて看護師
に転職した>、<看護師としては新人だという姿勢を
持つ>の２つの概念から成り立っていた。
１ ） <自分が看護された経験や人の為になる仕事をし

たいと考えて看護師に転職した>とは看護師への転
職を目指したきっかけである。
 　「自分が子どもを出産した時で、医療事故にあっ
て、救命センターに運ばれて、でまあ九死に一生を
得るような体験をした時に、出会った助産師さんが
素晴らしかったんですよね。」、「自分の収入が少な
いと思っても、もっと少ない人もいるんだろうと感
じて。そのありがたい環境を使って他人に還元した
いって思うようになって。」

２ ）<看護師としては新人だという姿勢を持つ>とは
社会人経験があっても看護師の経験は１年目と自覚
し、真摯に学ぶ姿勢を持っていることである。
 　「私、新人の頃のプリセプターは７歳年下だった
んです。人によるのかもしれないけど私は年下でも、
もう先輩だったから全部敬語で話してた。」、「社会
人経験があったとしても看護師としては１年目。ま
だ全然経験がないから、学ぶ姿勢とか、年下の先輩
に色々言われることはあるけど、それにいちいち反
応してても仕方ない。」

２ .［看護師になったことによる心身の疲弊］とは謙虚
な姿勢で新たな仕事に臨んだにも関わらず、心身共に
つらい思いをしたことである。<看護師を辞めたいけ
ど資格は生かしたい>、<年下の先輩に説明なき指導
を受けた>、<肉体的には厳しかった>、<イメージと

のギャップを感じる>、<男性看護師ということだけ
で受け入れてもらえなかった>の５つの概念から成り
立っていた。
１ ）<看護師を辞めたいけど資格は生かしたい>とは、

人間関係や仕事の大変さがあり辞めたいと思うけ
ど、看護師資格は生かしたい気持ちがあったことを
表している。

　 　「私も他の職考えようかなぁって思うことはやっ
ぱりあった。最近自分で思ったのが、30になると面
接で『あなたの武器はなんですか？』って。職って
選べない。」、「現場も社会人経験のある看護師を受
け入れるって抵抗あるし、人間だから、違和感感じ
て嫌いだとか。転職してよかったのか悩みました。」

２ ）<年下の先輩に説明なき指導を受けた>とは、社
会人経験があって常識とか若い看護師よりあるのに
認めてもらず自尊心を傷つけられたことを表してい
る。

　 　「私30すぎて看護師になって、すごい年下の看護
師にすごい上から目線で教わるんですけど、マニュ
アルもなく体で覚えろみたいな、社会人としてのい
ろいろな自分の経験を持っているのに、常識とか若
い子よりあるのにその上から目線みたいな洗礼が
あって」、「指導が厳しいというか、正直にいうとい
じめに近い感じだったかなと思います。」

３ ）<肉体的には厳しかった>とは、社会人経験をし
た後看護師になって20代の看護師と同様に働くのは
大変だった状態を表している。

　 　「毎日限界でしたね。20代の子と一緒に働いて、
同じ仕事量で、で年休ももらえないじゃないですか。
４週７休で夜勤も入れているので、残業も当たり前
だし、まあ、日々限界。」、「ほんとに人がいないと
きに夜中の３時まで仕事して家に帰って仮眠して次
の日日勤、みたいなそれが３日続くともう顔が引き
つっちゃう。」

４ ）<イメージとのギャップを感じる>とは、社会人
を経験した看護師は看護の世界を独特だと思ってい
るということである。

　 　「やっぱり看護の世界独特の雰囲気というか、一
般企業とは違う。」、「リアリティショックはありま
したね。入学前や、学校にいたときにはわからなかっ
た看護の世界の何ていうか、イメージが違うという
か。」、「いざ看護師になって蓋を開けて見たら汚い
こともしなきゃならないし、重労働だし、怒られる
し、人付き合いなんていったらほんと大変じゃない
ですか。患者ともそうだし、家族ともそうだし、多
職種イメージとの違いを感じていた。」

５ ）<男性看護師ということだけで受け入れてもらえ
なかった>とは、社会人経験者に対する独特の視線
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がある上に、男性看護師を認めない看護師もいたこ
とを表している。

　 　「最初にいた病院なんかだと、病棟に男一人。で、
今でも男性看護師を認められない人もいるんですよ
ね。そういう人に真っ向から存在を否定されるとい
うのはちょっときつかったですね。認めてもらえな
いというか。」

３ ．［看護師をする上での工夫］とは、看護師として仕
事をする上でつらいことがあるが、それをコントロー
ルするための工夫をしながら働いている状態を表して
いる。
１ ）<認めてもらえない悔しさを仕事で見返す>とは

年齢や性差で悔しい思いをするが、仕事をきちんと
することで認めてもらう努力をしている状態を表
す。

　 　「気が強かったのかな、自分も。逆にエネルギー
にしちゃう。そういうキャラクターもあるのかもし
れない。次は完璧にやってやるみたいな。」、「辞め
ようとは思わなかったですね。むしろ見返してやろ
うと思ってましたね。」

２ ）<気分転換できる方法がある>とは、看護から離
れることができる趣味や助けになる家族と気分転換
しながら仕事をしていた状態を表している。

　 　「家に帰れば家族がいるし。リフレッシュはする
ようにしてました。土日は仕事を入れないようにし
てました。」、「私、芝居もやっているんですね。で、
稽古日の休み希望はなるべく通してもらってまし
た。」、「旅行したり、仕事の帰りにヨガに通ったり
してました。」

３ ）<なぜ転職して看護師になったのか内省する>と
は、看護師を辞めたいと思った時に、なぜ看護師に
なろうと思ったのか振り返り、考えることを表して
いる。

　 　「将来を考えたときに、一人で生きていけるのか
とかいっぱい考えたときに、この収入で働くと、も
うちょっとステップアップしなければという感じが
あって。」、「15年間専業主婦でちょっと動いてみよ
うかなって思ったんですよね。」、「年齢もありまし
たし、あと、自分の将来、どんな感じで仕事してる
んだろうっていろんなイメージをしました。」

４ ．［患者との関わりを通して見えてきた看護の面白さ］
とは［看護師になったことによる心身の疲弊］後、ロー
ルモデルとの出会いをはじめ、看護師に魅力を感じだ
したことである。<先輩のサポートによる成功体験>、
<患者の回復を喜ぶことができる>、<患者と向き合
えることが楽しいと思える>、<看護師として自立す

る>、<ロールモデルとの出会い>の５つの概念から
成り立っていた。
１ ）<先輩のサポートによる成功体験>とは、仕事を

認められるように努力した結果、先輩のサポートが
受けられるようになったことを表している。

　 　「先輩のサポートもね、年下の先輩のサポート。
技術の高い先輩と歳はいってるけど看護師としては
全然未熟な１年生だけど、先輩のサポート受けなが
らケアして、それが成功していくとか。」、「みんな
で一致団結して一人の患者さんに対してみんなで考
えて看護師して、ちゃんと結果が出たときとかすご
いいい仕事だなって思いました。」

２ ）<患者の回復を喜ぶことができる>とは、看護師
は主役ではなく、患者の闘病をサポートするのが役
目であるということを表している。

　 　「患者さんたちが元気になった姿を見て、退院す
る姿を見たときに嬉しいと思えるか否かでやって
いかれるかどうかって決められるというか。」、「こ
の人助かるんだろうかという人たちに全力で当たる
じゃないですか。でもその人たちが数年後会ったと
きに社会復帰できていたりとか、感動がね。」、「『死
にたい』っていうほど重症の患者さんの手術が順調
に終わったりした時とか。その後の患者さんの道筋
が見えて来たり。そんな時にこの仕事の魅力を感じ
ます。」

３ ）<患者と向き合えることが楽しいと思える>とは、
新人時代を振り返り看護師としての自己の成長を感
じると共に、自分らしい看護ができる喜びを感じて
いる状態を表している。

　 　「一般科にいたときは、なんていうかな、あの、
患者さんと接していても忙しすぎちゃってほんと目
をそらしたくなっちゃうような。精神科はじっくり
付き合えるかなっていう、患者さんとお話したりと
かほんとは大好きなので。そういうのができる。」、

「いろんなこと考えながらこうー、この人が元気に
なるのはどうしたらいいのかなって考える過程も好
き。私はそういうのに魅力を感じてやっています。」、

「人間関係が普通の仕事よりも濃いというか、患者
さんに対して。だからその分返ってくるものも大き
い。」

４ ）<看護師として自立する>とは、看護師を継続し
た結果、自分なりの看護が行えるようになったこと
を表している。

　 　「全然他人と喋らない患者さんで、その患者さん
の唯一の趣味が将棋だったんですよ。それで僕も将
棋を勉強して、僕には話してくれるようになった。
時間かけて関わっていけば変わるんだなとかそうい
う気持ちですね。」、「患者さんが頑張ってることは



─ 23 ─

認めてあげたいから、ちょっと憂さ晴らし的な感じ
でも、なんか話してくれたら嬉しいな。」、「患者さ
んがよくなっていけばそれはやっぱり患者さんが頑
張った証拠だから、それは喜べるし。それが楽しい
んですよ、一番は。」

５ ）<ロールモデルとの出会い>とは、自分の看護に
影響を与えた上司や先輩の存在との出会いがあった
ことを表している。

　 　「ICUの師長に言われたのが、ここだけ見てても
だめだよって。この人たちをどうやって家族が支え
て、どうやって看護師が介入して歩けるようになっ
ていったのかってわからなきゃだめだっていわれ
て、『あ、そうか』と思って。その師長さんの言葉
は響いたかもしれない。」、「今の病院に入った時の
病棟の師長には割と感銘を受けた。経験談を交えて
僕が行き詰まったりした時に話してくれてたりして
たんで。経験からくる言葉なんで心の中にすっと入
るし、こういう人になりたいなっていうのはありま
したね。」、「その先輩は患者さんへの対応がすごい
親切なんですね。怒ったりもするんだけど、全然怖
くないの。大好きになりました。」

５ .［看護に社会人の経験を生かせる強み］とは、面白
みを感じてきた看護師としての経験において、過去の
社会人経験を看護に生かしているということを表して
いる。<心を込めた対応は返ってくる>、<入院によ
る患者の焦りが理解できる>、<接遇には困らなかっ
た>、<対象との関わり方が分かった>の４つの概念
から成り立っていた。
１ ）<心を込めた対応は返ってくる>とは、社会人経

験で人と接する中で効果的だったコミュニケーショ
ン方法があり、それを看護にも生かしていることを
表している。

　 　「ひとつの言葉、心こめると返ってくる。そうい
うのが人と接するということを学んだという感じが
あるので、患者さんにも意識はして接するようには
しています。」、「割とカンファレンスで話題にあが
るような癖のあるひとに私当たることが多いんです
よ。でもそういう人の話とか聞いていくと、その人
の寂しいところとか、強がって自分を守っていると
ころとか見えてくる。」

２ ） <入院による患者の焦りが理解できる>とは、社
会人経験があるからこそ患者の置かれている状況が
理解できることを表している。

　 　「患者さんは外の世界から来てるじゃないですか。
そういうところの理解がよく分かるんです。自分の
経験があるから、代わりはいるよって思うからそれ
はゆっくり療養っていってる場合じゃないなとか、

よく分かる。」、「患者さんはすごいナーバスになっ
ているので、ほんとに不用意な一言で。すごい、言
葉の重みを感じますね。」

３ ）<接遇には困らなかった>とは、既に社会性が身
についており、患者に不快な思いをさせずに看護が
出来たことを表している。

　 　「マナーとか接遇が身について、社会性というの
かな、それがついた状態で患者さん対応ができてい
るのは、患者さん、対人では接遇が身についていた
のかな。失礼のない対応が身についたのかなと思っ
てます。」、「病院経営もサービス業の一つだと思っ
てるんで、患者さんとの接し方もサービス業だった
経験を生かして接したりすると、割とスムーズに
いったりとかします。」

４ ）<対象との関わり方が分かった>とは、患者や家
族の身になった対応ができるようになったことを表
している。

　 　「私だったら、って考えちゃうかな、患者さんに
対して。看護師しか知らなくて看護師やっているの
と、社会人を経験して看護師になるのってやっぱり
違うと思うんです。効率良くやるっていう感覚が違
うから。患者さんが何を必要としているのか。その
ためにはどのくらいの時間が必要でっていう。」、「患
者さんってこう探ってくるんですね。だからほんと
にすごく深く洞察しておかないと返答ひとつが傷つ
けてしまったりだとか。」

６ ．［看護師に転職したことへの自己肯定感］とは、社
会人を経験した看護師が独り立ちして看護を行ない、
その魅力ややりがい、面白さを感じ、後輩にも伝えた
いと思うことを表している。<新人にも仕事を覚えや
すい表現を工夫する>、<自分の経験を社会人経験者
の指導に役立てる>、<患者への関心の寄せ方を教え
ることができる>、<後輩が育っていくのを見るのが
嬉しいと思う>、<自分に新たな役割や意義を見つけ
る>の５つの概念から成り立っていた。
１ ）<新人にも仕事を覚えやすい表現を工夫する>と

は、今の若い看護師や配転者にわかるように指導を
工夫しているということを表している。

　 　「今は若い子も一回は手術室に来るようになった
から、ちゃんと知識を持って伝えてと。今まで言い
伝えばっかりみたいだったのを、自分の勘でだけ
やってたみたいなのを、今の若い子達はヴィジュア
ル化したほうが覚えやすいから、写真を撮ってマ
ニュアルをつくったりしています。」、「ある先生の
講義を聞いた時に、自分の思っていることを伝えた
いんなら、相手の頭がどう思っているか、相手の頭
に飛び込んで、ちゃんと相手の気持ちになって教え
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るんだよってことを言われた。だから、相手の言葉
を使って指導するようにしています。」

２ ）<自分の経験を社会人経験者の指導に役立てる>
とは、社会人を経験して看護師になった自分の経験
を育成が難しいと言われる社会人経験のある看護師
の育成に役立てていることを表している。

　 　「今まで自立して仕事をして来た人たちだから。
鼻が高いとこもあるかもしれないけど、それはそれ
で生かしていければ。それでいいんじゃないかって
思う。はじめは大変かもしれないけど、乗り越え
ちゃえば続きますからね。経験を積めれば、面白く
なってくるし。」、「看護師としての結果って数字じゃ
現れないじゃないですか。数字にならないところで
やなこと面倒臭いこともあるけど、どれだけ患者さ
んのことを思って行動できるかということ。すぐに
結果を求めないで。行動の評価もちゃんと見てくれ
ている人は見てくれているので、患者にも伝わるん
で。」、「ひとりにさせない。みんなちゃんと見守っ
ているからねっていう安心感が伝わるようにしてま
す。」

３ ）<患者への関心の寄せ方を教えることができる>
とは、患者によってはコミュニケーションが良好に
取れない人もいるが、「なぜそうなんだろう」と理
由を考えることが大事だと教えていることを表して
いる。

　 　「患者さんがひねくれ者だろうと、絶対、その人
なりのひねくれている理由なり、可愛げがあるとこ
ろもあると思うんで。そこを見つけてもらいたいな。
そうすると、今なぜこの人はこんなにひねくれてる
んだろう、きっとどこか痛いのかなとかそういう想
像につながると思うので。」、「患者さんを好きにな
ることかな。そうすれば自然に患者さんのための看
護を考えるようになると思うんです。」

４ ）<後輩が育っていくのを見るのが嬉しいと思う>
とは、これまでの看護師生活の中で様々な思いをし
たが、看護師を継続してきて後輩が育つことに喜び
を感じていることを表している。

　 　「自分の好きなことを黙々とやるけれど、下の子
が育っていくのを見てるのも嫌ではないというのは
あって。」、「後輩の指導は看護を楽しいと思っても
らえるというのと、あとは安全に患者さんのことが
見れるということ。これを大事にしてました。」

５ ）<自分に新たな役割や意義を見つける>とは、新
たな役割や病棟に必要なことを意識してスタッフに
還元しようとする姿勢を表している。

　 　「私は今年、緩和病棟における看護の研究をしよ
うと思ってる。来年以降の転入者に教育プログラム
じゃないけど、何か必要なものが浮かび上がればい

いと思って。今、院内の高齢者看護のエキスパート
の勉強会に入ってて、それが終わったら病棟のス
タッフに伝えていかないといけないっていう役割も
担ってて、そういうのもやっていかなきゃなって
思ってます。」、「自分のやりたいことを伝えながら、
表立ってやるんじゃなくて、後輩にやらせる。患者
さんから直接感謝を言われたりだとか、ありがとう
と言われることは後輩が聞いて、そのベースを作る
のが自分というスタンスに変えたいと思ってます。
そうじゃないといつまでも後輩が成長しない。」

Ⅸ．考察

１ ．看護師になったことによる心身の疲弊と仕事をする
上での工夫
本研究において、社会人経験のある看護師は期待を

もって入職したにも関わらず［看護師になったことによ
る心身の疲弊］を感じていた。Neugartenは「我々の身
体および身体科学には、成長発達に伴って、思春期・更
年期のような諸段階を生む予測可能な変化が起きる」15）

と述べている。迫田らも、「社会人経験のある看護学生
は年齢が上であるので、卒後について体力的に不安があ
る」16）と述べている。従って、社会人経験のある看護
師にとって肉体的な苦痛は予測の範疇である。

しかし、社会人経験のある看護師は、肉体的な厳しさ
がある上に<年下の先輩から説明なき指導を受けた>り、
<男性看護師というだけで受け入れてもらえなかった>
という体験をして、精神的な苦痛も生じていた。塚本ら
は「新人看護師は就職前から職場内の人間関係の成否を
懸念し、就職後早期の段階ではそのことに強い不安を感
じている。新人看護師は、就職後早期の段階から自分に
対する他者の感情に関心を向けており、人間関係形成が
重要な肯定的経験になりうる」17）と述べている。榊原
らは社会人経験のある新人看護師がリアリティショック
を感じる場面として「業務での戸惑い」と「同僚との
関係のストレス」をあげている18）。つまり、人間関係形
成が否定的経験にもなりうるともいえる。本研究におい
ても、社会人経験のある看護師は一度社会人を経験して
から、経済面や家族関係の調整をして取得した資格を生
かしたい気持ちと、良好に人間関係を築くことが困難な
職場環境の間で<看護師を辞めたいけど資格は生かした
い>という葛藤が見られた。期待をもち、転職して看護
師としてのキャリアを歩みだした社会人経験のある看護
師にとって、人間関係における困難さはネガティブな体
験となり、看護師としての成長を阻害するリスクがある
上、離職に至ることもあると考える。

清野らは「自己の感情をコントロールすることや、仕
事以外には仕事のことを考えないようにするなど『気持
ちを切り替えられる』ことは、看護師の精神的健康を維
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持する上で重要な要素であり、看護師の職業を継続する
上で必要な要素である。」19）と述べている。本研究でも
社会人経験のある看護師は家族の支援を受ける、意図的
に休日をとって趣味に没頭するなど仕事を忘れることの
できる日を作るなどの工夫が見られた。<気分転換でき
る方法がある>ことは職業を継続するために必要な要素
であり、有効な対処行動であると考える。

また、［看護師として仕事をする上での工夫］として、
<なぜ転職して看護師になったのか内省（する）>して
職業に臨む様子も見られた。檜垣は社会人経験のある看
護師に対し、今後看護師としてのキャリアを積んでいく
上で「『どうして転職して、なぜ看護師になったのか』『自
分は何をやりたいのか』を明確にしておくことが必要で
ある。人それぞれの理由や意味があるはずであり、そこ
をしっかりと内省することが、これから起こる様々な出
来事を乗り切り、看護師という職業にコミットする糧に
なる」20）と述べている。［看護師になったことによる心
身の疲弊］を感じ、離職したい気持ちになった時に、そ
こで離職してしまう社会人経験のある看護師と、職業を
継続できる看護師の差はいかに「なぜ看護師に転職した
のか」を内省できるか否かによるところも大きいと考え
る。

２． 社会人の経験を看護に生かせる強みと看護師に転職
した自己肯定感

清水は社会人経験のある新卒看護師は入職後、「年齢
とキャリアのアンバランスから生じる困難」や、「新た
な職業経験から生じる違和感」という今までの自分のや
り方や考え方では通用しないという負の側面となる現象
が生じるが、これらは「先輩や同期の配慮・先輩の仕事
ができる姿を見ることでの尊敬」や、「職業経験を生か
した割り切り」をすることで負の側面を打ち消していく
と述べている。さらに、社会人経験のある新卒看護師に
は、「職業経験を生かした対応」や、「強みと弱みの自覚」
によって自己の経験や特性を生かしながら職場適応に向
かう過程を示唆している21）。

米田22）や西原ら23）の先行研究においても、社会人経
験のある新人看護師がロールモデルとの出会いや、成功
体験を重ねることによって自信をもっていくと述べてい
る。バンデューラは自己効力感を上げるために必要な体
験について、１つ目は成功体験であると述べている。人
間は経験によって物事を判断するため、成功体験を多く
積むことができれば自己効力感も上がる。逆に失敗体験
をすると自己効力感が下がる。２つ目は代理体験で、自
分と似たような境遇や似たような環境にいる人が成功し
ているのを見ると、自分にもできるという信念を持つこ
とができて、自己効力感が上がるとしている24）。本研究
でも、ロールモデルとの出会いや、成功体験の積み重ね

が看護師の成長につながることが明らかになっている。
社会人経験のある看護師が［看護師になったことによる
心身の疲弊］を感じながらも職業を継続し、仕事を認め
られるように努力した結果、成功体験が積み重なる。そ
して、［患者との関わりを通して見えてきた看護の面白
さ］を経験するようになる。それが、<心を込めた言葉
は返ってくる>、<接遇には困らなかった>という社会
人生活で培った「礼節や一般常識」を看護にいかすこと
である。人間関係の構築や接遇の基本が身についている
ので、患者や家族との関係を速やかに構築出来ると考え
る。

また、<入院による患者の焦りが理解できる>ことを
強みと思っていることも明らかになった。社会人経験の
ある看護師は、自身の経験から患者の病気だけでなく患
者を取り巻く人や仕事など多角的な視点で患者を理解す
ることが出来る。例として、「患者さんは外の世界から
来てるじゃないですか。そういうところの理解がよく分
かるんです。自分の経験があるから、代わりはいるよっ
て思うからそれはゆっくり療養っていってる場合じゃな
いなとか、よく分かる。」という語りがあった。看護師
にとって対象理解ができることは強みである。対象理解
が質の高い看護の提供につながる。社会人経験のない看
護師と比べ、社会人経験のある看護師は彼らのそれまで
に培った社会性から、患者が入院することが患者自身や
家族にとって重大な出来事だということを「自分の社会
人経験があるから」より深く理解することができる。

３．社会人経験のある看護師の特徴
高野ら25）、長尾ら26）、西原ら27）の先行研究において、

社会人経験のある看護師は自尊心が高く、他者からの否
定的評価を恐れていることが明らかになっている。奥田
は社会人経験のある看護師について「年下の先輩に対し
ては、『自己の前職の癖があるのではないか』、『柔軟に
対応できない』など『年上であることの弊害』や、『社
会人経験のない看護師と比べての劣等感』も感じてい
た」28）と年齢が上であることの劣等感があることを明
らかにしている。本研究においても、［看護師になった
ことによる心身の疲弊］を感じていた時期の社会人経験
のある看護師の語りは、主につらい体験で、時に他責的
でもあった。それは、先行研究で既に明らかになってい
る「社会人経験は自分の方がある」という自尊心の高さ
であり、社会人経験のない看護師と比べて入職時の看護
実践能力の低さに対する劣等感の表れだと考える。

しかし、職業を継続できた社会人経験のある看護師た
ちは<なぜ転職して看護師になったのか内省（する）>し、
<気分転換できる方法（がある）>の利用という［看護
師として仕事をする上での工夫］をして、<認めてもら
えない悔しさを仕事で見返（す）>そうと職業を継続す
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る努力をしていた。［看護師として仕事をする上での工
夫］ができるのも［社会人の経験を看護に生かせる強み］
があるからだと考える。先行研究では、「『今までの社会
経験とは違う責任の中でも、看護職を継続し、やりがい
を感じるように支援していく必要がある』、『社会人看護
師が持つ強みを理解する』、『支援されている安心感を与
える』」29）のように社会人経験のある看護師の受け入れ
側に焦点が当たっていたが、当事者である社会人経験の
ある看護師たちがどのような努力をして、成長していく
のかについての研究はされていなかった。本研究では、
社会人経験のある看護師が［看護師になったことによる
心身の疲弊］を乗り越えた後は、［社会人の経験を看護
に生か（す）］しながら［患者との関わりを通して見え
てきた看護の面白さ］を感じるようになり、看護師とし
て成長していくことが明らかになった。［社会人の経験
を看護に生かせる強み］を発揮できることができること
が社会人経験のある看護師の特徴である。このことが［看
護師に転職したことへの自己肯定感］につながり、社会
人経験のある看護師が【社会人経験がある看護師として
の意義の自覚】をする。このように職業継続の決意をす
るまでのプロセスを明らかにしたことで、社会人経験の
ある看護師の新人時代の支援を再考できると考える。

さらに、本研究において、社会人経験のある看護師の
特徴として<自分の経験を社会人経験者の指導に役立て

（る）>ている。社会人経験のある看護師は「今まで自
立して仕事をしてきた人」と社会人経験のある新人看護
師を位置づけ、「説明の仕方の工夫」、「看護師になるま
での経験の尊重」、「成長を待つ」、「みんなが見守ってい
るという安心感を与える」ことに留意し、自分が受けた
ような指導を後輩にはしないよう心がけているという特
徴を持つことが明らかになった。勝原は、「看護に“やり
がい”や“いい職業”を予感させるのは、看護の仕事に自
分なりの意味付けをし、何らかの価値を見出せる可能性
を予感させるからだろう」と述べている30）。社会人経験
のある看護師の語りに「今まで自立して仕事をして来た
人たちだから。鼻が高いとこもあるかもしれないけど、
それはそれで生かしていければ。それでいいんじゃない
かって思う。はじめは大変かもしれないけど、乗り越え
ちゃえば続きますからね。経験を積めれば、面白くなっ
てくるし。」がある。これは社会人経験のある看護師が

［看護師に転職したことへの自己肯定感］をもち、看護
に“やりがい”を感じ“いい職業”だという思いに至り、同
様の背景をもつ看護師の職業継続をサポートしている。
これは、【社会人経験がある看護師としての意義の自覚】
を行動化している一例だと考える。

４．看護職者のキャリア形成への示唆
社会人経験のある看護師を受け入れる側の環境を整え

る必要はもちろんのこと、当事者である社会人経験のあ
る看護師自身も自分の強みを看護に生かせるような環境
を積極的に整えることによって、看護職者として発達し
ていくことができると考える。佐藤は「私はどう生きて
いくのか。そして、ある時期に看護職を選んだ私として
どう生きていくのか」31）を生涯問い続けることの必要
性を述べている。社会人経験と看護師としての経験、そ
して、自己の人生経験は別物ではなく、生かすことで看
護師としての能力が上がることに自信をもてるようにな
る。さらに、自己の人生も充実するという好循環が生ま
れる。
［看護師になったことによる心身の疲弊］の時期を乗

り越えれば看護を面白い、転職してよかったと思うこと
ができ、職業を継続できることが明らかになった。［看
護師になったことによる心身の疲弊］を感じることは、
その看護師にとって職業継続を阻害するリスクがある。

「人を気遣い世話をすること」32）にやりがいを感じるこ
とができる環境を作ることが看護職者のキャリア形成に
つながると考える。

５．本研究の限界と今後の課題
本研究は社会人経験が１年以上あり、看護師として５

年以上勤務している８名を対象とした。研究協力者の社
会人経験は２～ 20年で、大きくばらついていた。看護
師経験年数は７～ 21年であり、こちらもばらつきが大
きかった。新人時代の記憶が曖昧になっている可能性が
ある。研究協力者の看護師経験年数を揃えた研究の必要
性があると考える。

また、新人時代に離職してしまう社会人経験がある看
護師と継続できる社会人経験のある看護師でどのような
差があるのかも知る必要があると考える。例えば、社会
人経験のある看護師の受け入れ体制の整備状況の違いは
社会人経験のある看護師の職業継続に影響することが予
測される。

Ⅹ．結論

１ ．社会人経験のある看護師は［看護師として働くこと
への期待］を持ち就職するが、肯定的な体験ばかりで
はなく、［看護師になったことによる心身の疲弊］を
感じる。しかし、［看護師として仕事をする上での工夫］
をして、職業を継続することによって［社会人の経験
を看護に生かせる強み］ を生かし、［患者との関わり
を通して見えてきた看護の面白さ］を感じることがで
きるようになる。そして、［看護師に転職したことへ
の自己肯定感］を持つという６つのカテゴリーから【社
会人経験がある看護師としての意義の自覚】のコアカ
テゴリーに収束した。
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２ ．［看護師になったことによる心身の疲弊］を感じな
がらも［看護師として仕事をする上での工夫］をして、
職業を継続することによって［社会人の経験を看護に
生かせる強み］ を生かし、［患者との関わりを通して
見えてきた看護の面白さ］を感じるプロセスは可逆的
であり、プロセスの軌跡に要する時間も個人差がある。
しかし、［看護師に転職したことへの自己肯定感］を
持つことができた社会人経験のある看護師は、【社会
人経験がある看護師としての意義の自覚】に至ること
ができる。それぞれのプロセスに時間がかかったとし
ても、これらの過程は看護師という新しい職業に適応
する上で全て意味があるといえる。
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